
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広 報 

発行：特別養護老人ホーム 緑の郷 横浜市青葉区鉄町 2075-3 編集：広報委員会 

令和７年 

９月号 
 №384（毎月 1日発行) 

緑の郷ホームページでも行事の様子をご紹介しています 

 緑の郷ホームページ ⇒MENU  思い出のページ 

20
25 夏の思い出

20
25 夏の思い出

猛暑を吹き飛ばして、暑い夏の思い出作りに企画していた夏祭りでしたが、

コロナウイルスの蔓延により、泣く泣く中止。大勢のご家族にもご参加いただ

ける予定でしたので、本当に残念でした。しかし、職員も工夫して、少しでも

夏の気分を楽しんでいただけるようにレクリエーションを行いました。 

   楽しまれているご様子をご覧ください。 

来年は開
催できま

すように
・・・



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の手作りケーキ 

9月 栗ケーキ 

10月 南瓜ケーキ 

11月 紫芋ケーキ 

あるご家族から「朝のパン食提供」について 

ご意見をいただき、７月から週に１回パン食

の提供を開始しました。 

好き嫌いの問題もあり、心配をしていた部分

もありました。しかし、みなさまからはご好

評いただいております。そして、嬉しそうに

ジャムを塗る姿は微笑ましいです。 

ただ、ジャムが足りないとのお声も・・・。 

今後もご入居者のご希望などを鑑み、提供

頻度も再考していきます。 

皆様のご意見に向き合い、サービス向上に

努めてまいります。 

      緑の郷 栄養課一同 

パンメニューお知らせパンメニューお知らせ

 

迎え火・送り火 

大ホールの盆棚 

緑の郷でご逝去された方を悼み、 

迎え火と送り火を行いました。 

日本古来の文化を、ご入居者の方々に教えて 

いただきながら、ご焼香しています。 

 

お鈴のご協力ありがとうございます 

スタッフも一緒にご焼香を行いました。 

儚くも暖かさを感じる送り火です…。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★利用者さまとご家族には、今後もご利用前（お迎え時）の検温・マスク着用のお願い
と一部活動の自粛について、ひき続きご協力とご理解をいただいております。 

８月４日（月） ５日（火）に夏祭りを行いました。懐かしい綿あめ

やフランクフルトなどをお好みで食べられました。そして、ヨーヨー

釣り、盆踊りなどで体も動かし、にぎやかに、楽しいひと時を過ごし

ました。 

ボランティアによる太鼓や舞も迫力満点。 

職員の出し物 ソーラン節は・・・。 

とにかく、夏の思い出 楽しい夏祭りになりました。 

なかなか経験できないので和太鼓は大人気。 

はじめは、躊躇していた方もいざたたくと、 

そのきれいな音に嬉しそうでした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登山客や地元の人がクマに襲われる痛ましい出来事が続き、駆除しろ、駆除したと騒動になっ

ている。しかし野生動物は崖や急流と同じく自然の一部なのだから、状況を分けて考えねばな

らないかと思う◆近代以前は社会にゆとりはなかったから、海や山のレジャーも今ほど盛んで

はなかった。ツアー会社が企画してのお気楽登山やタイトな日程での弾丸登山は戦後の高度経

済成長期以降のもの。これらの参加者は総じて自然への畏敬の念が薄いから、中には自らクマ

に接近して熊除けスプレーをかける輩もいるとか。他人の庭にずかずか入り込み不埒を働けば

怒りを買うのは当然で、必要以上に野生動物の安心を脅かしてはいけない。同様に、山野であ

ったところに分譲地を造成し人が住めば本来の居住者たる動物たちには迷惑なこと◆一方、昔

から山間部で生活する人々は野生動物と最前線で接しつつも適度な距離を保ち、必要最小限の

山の恵みとして山菜を採り熊や猪の肉をいただいてきたわけで、そこに〈共生〉という賢い棲

み分けがなされていた。時として野生動物が人のエリアに入ることもあるが、それは事故の範

疇。ここに前項との明確な違いがある◆原因の多くは人間側にある。気候変動でエサが不足し

クマやシカが人里に下りてくるのも、人間の経済行為による温暖化の結果。県下で問題化して

いるタイワンリスやアライグマも外来種だ害獣だと駆除の対象となっているが、元はと言えば

観光施設で展示飼育されていたものが逃げ出して繁殖したもの。斯様な経緯からすれば〈共

生〉への道を探ることも必要ではないか◆・・と書きつつハッとした。当法人の敷地も、近く

の学校の広大な敷地も元は山野、裏山からタヌキの一家が恨めし気に見ているかもしれない。

「元は僕たち一族のエリアなんだぞ！」と。               【理事長 田中 實】 

【 ナツミカン の コラム 】 

 

住所：〒225-0025 横浜市青葉区鉄町 2075-3 

電話：045-903-8500    2丁目から相談員に移動し、約 2年経ちました。介護保険の

しくみも良く分からないまま、最初のころはすぐに他の相談員に

些細なことも質問していました。今でも質問しては子供のよう

に「なんで？」「どうして？」「なるほどね」の繰り返しです。経験

していくと介護保険は自分自身にもいずれは関係することで

覚えれば覚えるほど楽しく、勉強にもなります。今はパソコンで

すぐ調べることも出来ますが、やはり言葉で教えてもらった方

が良く理解できます。これからもどんどん質問して学びたいと

思っています。何歳になっても勉強！です。     相談係 原田 

ホームページ 

 

 

関西で生まれ育った私は、実家の帰省の際に必ず行くところがあります。今、関西とい 

えば連日にぎわいを見せている大阪万博ですが、そちらではなく、2001年にＯＰＥＮし 

たユニバーサル・スタジオ・ジャパン。通称ＵＳＪです。ＯＰＥＮ当初は半日遊べば十 

分満足でしたが、今では 1日では周りきれないほど充実したアトラクションが増え、そ 

れに比例して楽しさが増しています。反抗期の入り口にいる息子と非日常を楽しめる格好 

の場所として年２回は行っていますが、行くたびに新しいアトラクションが増え、ユニ 

バーサル・スタジオ・ジャパンが進化し続けていることを実感します。 

一方で、私の体力と三半規管が弱くなり、後退し続けているという現実に直 

面しています。ですが!! ユニバーサル・スタジオ 

・ジャパンの進化を感じるとともに、離れていく 

であろう息子との思い出を、ぎりぎりまで作りた 

いので、これからも、ユニバーサル・スタジオ・ 

ジャパンと息子に愛情を注ぎ、一緒に楽しんでいきます。 

Chapter10 ユニバーサル・スタジオ・ジャパン（USJ） 

明石 由佳 デイサービス（相談員） 

                                          

元々は僕たちの場所なんだぞ！ 

写真で見ても
驚くほど、何
もかもが壮大
で、心も大き
くなりそうで
す。 


